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ABSTRACT 

Learning kanji is generally difficult for the Japanese learners because its figure, stroke 
order, and pronounce (onyomi and kunyomi) are difficult to remember. Moreover, 
every object in the world is presented by kanji. Thus, practically there are large in 
numbers of kanji. Remembering all the kanji and also the jukugo is not easy. Most of 
the students may easily forget it soon after they learn it. Therefore, they have to find 
effective, fun, and easy learning methods to improve their ability in mastering kanji. 
The bottom line is that they must consistently review the kanji they have learned to 
ensure that they would never-ever forget them. Otherwise, no matter how memorable 
the kanji are, they make up its nature to start forgetting and lose track of them once 
they start learning their 500th kanji and beyond. Flashcards could be a good solution 
to overcome the problem. It could help students consistently review the kanji, 
especially the jukugo. 
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序論 

日本語において平仮名や片仮名や漢字やローマ字のようなの４つの文字があ

る。平仮名は和語及び漢語を書くための文字で、片仮名は外来語を書くため

の文字である。平仮名及び片仮名は漢字から作られ、一字は意味がないので

表音文字と呼ばれる。漢字は中国特に「かん」の王朝から来た文字なのでか

んの文字「漢字」と呼ばれる。一字は意味を表すことができる。だから表意

文字と呼ばれる。 

日本の文字の中では日本語学習者にとって一番難しいのは漢字である。

それは漢字は音読みと訓読みがあり、一字は一つ以上の読み方を持っている

からである。例としては、「生」の字は「なま」、「い」、「せい」、「し

ょう」などが読まれる。また、画数も熟語も多いため覚えにくくなる。さら

に、一字の漢字は意味があるため、漢字の数はほとんど世界にあるもの数と
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同じだ。大漢和辞典には漢字が５００００字あるが、文部省は日本人が使用

した漢字は約１９４５字を決めており、常用漢字表と呼ばれる。 

上述した難しさはスマラン国立大学の日本語学習者にとっても問題にな

る。それは漢字初中級の科目の評価やインタービューの結果を見て、分かる

。つまり、授業のとき、いくつかの学生は先生の質問を正しいく答えられな

い。理由は多くの漢字（一回に４０熟語くらい）を覚えなければなるまいた

め混乱になるからである。復習の時にも学生達は先週勉強した漢字が尐しし

か覚えられない。理由は学生が家であまり漢字を復習しないし、カードのよ

うな教具を持っている学生も尐ない。 

また、読み練習のとき、漢字（熟語）の読み方が覚えないから前のペー

ジをよく開けて読み方を調べたので尐し時間がかかった。期末試験の結果は

７０点以上を取った学生率はただ５２％だけである。残りは約４８％、７０

点以下を取った。つまり、三学期学生の漢字能力はあまり高くないと言える

。もっとよく読み練習をしたほうがいいと思う。 

今まで漢字の覚え方は覚えつつ、何回も書く。学生に「覚えられないこ

とは何度も書いて覚えなさい」とよくアドバイスする。その方法は時間がた

くさんある学生にとって良く当たり前である。だが、最近、多くの学生はア

ルバイトしつつ授業を受けるので家あるいは職場で漢字の書き練習あるいは

読み練習ができない。そのために、もっと効果的な漢字の覚え方が要るのだ

ろう。できるだけ短い時間で漢字の読み練習あるいは書き練習をすることが

できる。 

さて、フラッシュカードは一つの教具として上述の問題を解決すると思

う。なぜなら、学生はフラッシュカードを使ったら、各漢字は瞬間的に見る

ので短い時間で漢字主に読み方及び意味を覚えられるからである。また、漢

字の書き方は空画で言いつつ暗記することができる。 

つまり、学生は普通、教科書を使って漢字を復習するが不便だと思う。

他のもっと適切な教具が要る。フラッシュカードは漢字を何回も読み練習す

る教具として便利だと思う。いつでもどこでも練習することができる。よく

フラッシュカードで漢字を練習したら、すばやく見せて連続するので多くの

漢字（熟語）も早く覚えられるからである。漢字は読めば読むほど覚えやす
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くなるのであるう。この教具で漢字の覚え方は易しく、便利で、面白く、効

果があると思う。 

本論 

１． 漢字の歴史 

漢字とは漢民族の間で発生した表意文字の 1 つであり、中国語や日本語等を

表記するのに使用される文字である（dic.nicovideo.jp/a/漢字）。 

漢字が生まれたのは古代の中国特に漢の王朝の時代である。日本には漢

字が伝来したのは４世紀に言われている。そのとき、多くの中国人が日本で

働いた。それで、日本の生活が大きく散歩した。その生活進歩の理由につい

ては、 

５～６世紀には、多くの人が朝鮮半島や中国大陸から渡ってきて、日本に

住むようになった。この人たちは渡来人あるいは帰化人と言われる。政府

はこの人たちに土木、養蚕、織物などの仕事をさせたり、役所で漢字を使

用して記録や計算、外交文書の作成などの仕事をさせたので、進んだ技術

や知識が伝えられ、日本の生活が大きく進歩した。（日本語教育学会１９

８８、ｐ.５） 

と述べている。 

次は７世紀頃に漢字が日本でも使いこなせる物になっていたと言われる

（Dic.nicovideo.jp/a/漢字 ）。漢字の読み方には中国での読み方に由来する音

読みと、対応する意味の日本語を当てはめ漢字の読みとした訓読みの２種類

の読み方を決めた。  

 

２． 漢字の六書 

六書とは、漢字の造字および運用の原理を 6 種類に分類したもの。すなわち

、象形・指事・形声・会意・転注・仮借（http://ja.wikipedia.org/wiki/六書）で

ある。 

漢字には物・動物・人体の絵から作られた物 (象形文字) や、点や線を組

み合わせた物および象形文字にしるしなどを加えて作られた物 (指事文字) が

存在する。象形文字の例は「山」「川」「鳥」で、支持文字の例は「上」「

中」「下」などである。 

http://dic.nicovideo.jp/a/%E6%BC%A2%E5%AD%97
http://dic.nicovideo.jp/a/%E6%BC%A2
http://dic.nicovideo.jp/a/%E4%B8%AD%E5%9B%BD%E8%AA%9E
http://dic.nicovideo.jp/a/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E8%AA%9E
http://dic.nicovideo.jp/a/%E6%BC%A2%E5%AD%97
http://dic.nicovideo.jp/a/%E4%B8%AD%E5%9B%BD
http://dic.nicovideo.jp/a/%E6%97%A5%E6%9C%AC
http://dic.nicovideo.jp/a/%E6%BC%A2%E5%AD%97
http://dic.nicovideo.jp/a/%E6%BC%A2%E5%AD%97
http://dic.nicovideo.jp/a/%E6%BC%A2%E5%AD%97
http://dic.nicovideo.jp/a/%E6%97%A5%E6%9C%AC
http://dic.nicovideo.jp/a/%E6%BC%A2%E5%AD%97
http://dic.nicovideo.jp/a/%E4%B8%AD%E5%9B%BD
http://dic.nicovideo.jp/a/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E8%AA%9E
http://dic.nicovideo.jp/a/%E6%BC%A2%E5%AD%97
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%BC%A2%E5%AD%97
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%B1%A1%E5%BD%A2
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%8C%87%E4%BA%8B
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BD%A2%E5%A3%B0
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BC%9A%E6%84%8F
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%BB%A2%E6%B3%A8
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BB%AE%E5%80%9F
http://ja.wikipedia.org/wiki/
http://dic.nicovideo.jp/a/%E6%BC%A2%E5%AD%97
http://dic.nicovideo.jp/a/%E5%8B%95%E7%89%A9
http://dic.nicovideo.jp/a/%E8%B1%A1
http://dic.nicovideo.jp/a/%E6%8C%87
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一方、これらの象形・指事文字を組み合わせて作られた漢字もあり、あ

る意味を表すため関連する要素を組み合わせて作られた物 (会意文字) や、意

味を表す要素と読みを表す要素を組み合わせて作られた物 (形声文字) が存在

する。「休」「森」は会意文字の例で、「頭」は形声文字の例である。既成

の会意・形声文字にさらに別の要素を加えて作られた漢字もある。漢字の多

くは会意・形声文字に属している。 

転注は用字法の一つとする説が有力であるが、定説はない。仮借は他の

同音・類字音の字を借用すること。「わたし」の意味に「我」、「そうだ」

の意味に「然」、「くる」の意味に「来」などである（dic.nicovideo.jp/a/漢

字）。 

３． 漢字の特徴 

漢字はいくつかの特徴があり、それぞれ次のように説明する。 

Ａ．漢字の部首 

日本ではこれらの要素に対し、漢字の中で使われる位置および形に応じて、

以下のような名前で呼ばれている（dic.nicovideo.jp/a/漢字）。 

 偏 (へん)……漢字の左側に位置する要素。にんべん (亻)、さんずい (氵)、

きへん (木) 等。 

 旁 (つくり)……右側に位置する要素。りっとう (刂)、おおざと (阝)、お

おがい (頁) 等。 

 冠 (かんむり)……上側に位置する要素。うかんむり (宀)、くさかんむり 

(艹)、たけかんむり (𥫗) 等。 

 脚 (あし)……下側に位置する要素。ひとあし (儿)、れんが (灬)、したご

ころ (㣺) 等。 

 垂 (たれ)……上・左側を占める要素。がんだれ (厂)、まだれ (广)、やま

いだれ (疒) 等。 

 繞 (にょう)……下・左側を占める要素。しんにょう (辶)、えんにょう (

廴)、そうにょう (走) 等。 

 構 (かまえ)……内側の要素を覆っている要素。もんがまえ (門)、ぎょう

がまえ (行)、くにがまえ (囗) 等。 

漢字に含まれるこれらの要素によって漢字を分類することが辞書などで行わ

れており、これを部首と言われる。 

http://dic.nicovideo.jp/a/%E8%B1%A1
http://dic.nicovideo.jp/a/%E6%8C%87
http://dic.nicovideo.jp/a/%E6%BC%A2%E5%AD%97
http://dic.nicovideo.jp/a/%E5%A3%B0
http://dic.nicovideo.jp/a/%E5%A3%B0
http://dic.nicovideo.jp/a/%E5%A3%B0
http://dic.nicovideo.jp/a/%E6%BC%A2%E5%AD%97
http://dic.nicovideo.jp/a/%E6%BC%A2%E5%AD%97
http://dic.nicovideo.jp/a/%E5%A3%B0
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%BB%A2%E6%B3%A8
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BB%AE%E5%80%9F
http://dic.nicovideo.jp/a/%E6%97%A5%E6%9C%AC
http://dic.nicovideo.jp/a/%E6%BC%A2%E5%AD%97
http://dic.nicovideo.jp/a/%E6%BC%A2%E5%AD%97
http://dic.nicovideo.jp/a/%E6%B0%B5
http://dic.nicovideo.jp/a/%E6%97%81
http://dic.nicovideo.jp/a/%E9%A0%81
http://dic.nicovideo.jp/a/%E5%AE%80
http://dic.nicovideo.jp/a/%E5%84%BF
http://dic.nicovideo.jp/a/%E7%81%AC
http://dic.nicovideo.jp/a/%E5%8E%82
http://dic.nicovideo.jp/a/%E5%B9%BF
http://dic.nicovideo.jp/a/%E7%96%92
http://dic.nicovideo.jp/a/%E5%BB%B4
http://dic.nicovideo.jp/a/%E5%9B%97
http://dic.nicovideo.jp/a/%E6%BC%A2%E5%AD%97
http://dic.nicovideo.jp/a/%E6%BC%A2%E5%AD%97
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Ｂ．漢字の画数 

筆画とは漢字の字体を構成する要素の一つで、最小の単位である。点画とも

いう。筆を下ろして書き始め、再び離すことでできる「線」または「点」で

ある。筆画の数を「画数」といい、1画、2画と数える。 

部首と画数は辞書を国語辞典などで漢字の分類や意味などを調べるのに

採用する。また筆画を並べていく順序を筆順という。 

 

Ｃ．漢字の筆順 

漢字の筆画を組み合わせて，1 字を書きあげるときの順序を筆順という。筆

順はだれがきめたというのではなく，古人が何代にもわたって考え出した知

恵であるから，きわめて合理的，かつ能率的である。したがって漢字習得に

あたっては大いに利用すべきである。つぎに，文部省の《筆順指導の手びき

》によって，およその原則を記しておく。(1)上から下へ書く。〈三〉。(2)左

から右へ書く。〈川〉。(3)横画と縦画が交差する場合。  

いくつかの筆順は次のようである。 

 
てん 

 
よこかく・ 

おおかく 

 
たてかく・ 

じゅうかく 

 
ひだりはら

い 

 
はね 

 

Ｄ．漢字の読み方 

漢字の読み方は特徴である。なぜなら、多くの漢字は音読みと訓読みを読め

るからである。おそらく、一字は一つ以上音読みと訓読みを含まっており、

例えば「形」は訓読みで「かたち」「かた」と読み、音読みで「ケイ」「ギ

ョウ」と読む。同じ漢字は自立したら訓読みと読め、熟語にしたら訓読みが

読める。例、「力」は訓読みとして「ちから」と読まれ、熟語にしたら「能

力」は音読みとして「ノウリョク」と読まれる。 

しかし、熟語は全部音読みを読まれ、熟語の読み方は四つある。それは

： 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%BC%A2%E5%AD%97
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AD%97%E4%BD%93
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%AD%86%E9%A0%86
http://kotobank.jp/word/%E6%BC%A2%E5%AD%97
http://kotobank.jp/word/%E7%AD%86%E7%94%BB?dic=sekaidaihyakka
http://kotobank.jp/word/%E9%A0%86%E5%BA%8F
http://kotobank.jp/word/%E5%8F%A4%E4%BA%BA
http://kotobank.jp/word/%E7%9F%A5%E6%81%B5
http://kotobank.jp/word/%E7%9F%A5%E6%81%B5
http://kotobank.jp/word/%E7%BF%92%E5%BE%97
http://kotobank.jp/word/%E5%88%A9%E7%94%A8
http://kotobank.jp/word/%E6%96%87%E9%83%A8%E7%9C%81
http://kotobank.jp/word/%E6%8C%87%E5%B0%8E
http://kotobank.jp/word/%E5%A0%B4%E5%90%88
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:%E4%B8%B6-order.gif
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:%E4%B8%80-order.gif
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:%E4%B8%A8-order.gif
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:%E4%B8%BF-order.gif
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:%E4%BA%85-order.gif
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:%E4%B9%9A-order.gif
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:%E4%B8%B6-order.gif
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:%E4%B8%80-order.gif
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:%E4%B8%A8-order.gif
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:%E4%B8%BF-order.gif
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:%E4%BA%85-order.gif
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:%E4%B9%9A-order.gif
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:%E4%B8%B6-order.gif
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:%E4%B8%80-order.gif
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:%E4%B8%A8-order.gif
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:%E4%B8%BF-order.gif
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:%E4%BA%85-order.gif
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:%E4%B9%9A-order.gif
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:%E4%B8%B6-order.gif
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:%E4%B8%80-order.gif
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:%E4%B8%A8-order.gif
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:%E4%B8%BF-order.gif
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:%E4%BA%85-order.gif
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:%E4%B9%9A-order.gif
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:%E4%B8%B6-order.gif
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:%E4%B8%80-order.gif
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:%E4%B8%A8-order.gif
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:%E4%B8%BF-order.gif
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:%E4%BA%85-order.gif
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:%E4%B9%9A-order.gif
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:%E4%B8%B6-order.gif
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:%E4%B8%80-order.gif
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:%E4%B8%A8-order.gif
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:%E4%B8%BF-order.gif
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:%E4%BA%85-order.gif
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:%E4%B9%9A-order.gif
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１. 音読みと音読み → 例：手術 ‘シュ ジュツ’(Operation） 

２. 訓読みと訓読み → 例：相手 ‘あい て’（Interlocutor） 

３. 音読みと訓読み → 例：小指 ‘コ ゆび’（Ring finger） 

空手 ‘から て’（Karate）  

４. 訓読みと音読み → 例：手不足 ‘て ブ ソク’（Lack of aid) 

 

４． 漢字の覚え方 

漢字を覚え方にはいくつか方法がある。Kokugo.j-

tatujin.com/grammar/b01.htmlには漢字を覚えていくには効率ルールは３つあ

ると分析している。それは、 

A. 回数ではなく頻度を増やす。 

つまり、学習アドバイスの本には「覚えられないことは何度も書いて覚

えなさい」とよく書かれている。しかし、学習者の個人差があるだろう

。５回で書いて覚えるようになるが、明日には忘れている学習者も多い

だろう。 

基本的にその場で覚えたからといっていつまでも覚えているとは限らな

い。暗記を記憶に変えるためには覚える頻度を増やさねばならない。い

っぺんに１５回書くぐらいなら、朝昼晩３回に分けて５回ずつ書いたほ

うが良い。はるかに記憶の定義は違う。 

 

B. 音を耳で覚える。 

つまり、漢字の読み書きが覚えられない理由は言葉そのものを認識して

いないからである。漢字を覚えるためにはまず音声として認識する必要

がある。そのためには書けない漢字は何度も口に出させるということが

重要である。音声を認識されるようになれば、非常に書けるようになる

までのスピードも上がる。 

 

C. 意味を考えながら覚えていく。 

つまり、人は意味のない物を覚えるのは苦手である。意味のある物は想

像がしやすいから覚えやすい。多尐、長くても覚えられる。漢字は表意

文字なので意味を持っており、学習者に漢字を覚える際は意味も一緒に
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覚えさせる。あれだけ覚えられなかった漢字がすぐに覚えるようになる

はずである。 

一方、Heisig (1985)は特徴の漢字覚え方法を作り、基礎漢字の要素で新し

い覚え方法を発展する。つまり、格要素をつながるため、学習者自身がキー

ワードを決め、mnemonic story を作る。Heisig 氏（1985）は「漢字の形を覚

えるのに visual メモリより想像的なメモリを使用されている（原文英語、訳

は筆者）」としている。Heisig のメソッドはただ漢字を認識及び書くことに

集中する。だから、彼は紙のフラッシュカードで繰り返す頻度を増やすよう

に勧めた。 

上述のことから漢字の覚え方のコツは何回を書く・読むの頻度を増やす

、意味を覚えなどをした。 

５． フラッシュカードについて 

フラッシュには「瞬き」という意味があるように、幼児の目前でカードを高

速で裏から表にめくって大量に見せることである（www.star-ship.co.jp/flash/ 

syuuitsu_flash01.html）。つまり，フラッシュカードとは、フラッシュのよう

に目の前で、瞬間的にカードを連続して見せていくことである。 

フラッシュカードは紙切れで，大きさはＡ４サイズを半分に折ったくら

いの大きさが学習者にとって見やすいフラッシュカードになる。一枚のカー

ドを１秒くらいですばやく見せていく。見せるの枚数は１回に５枚から３０

枚くらい見せればよいと思われる。 

実は、決まっているルールがない。教室の後ろの学習者が見る興味を引

くためにＡ４サイズのが欲しい。大きくなればなるほど厚手の用紙が必要で

ある。また、手で多くの枚数をつかんで注意しねばならない。 

フラッシュカードは文字・語彙・絵・数力・文法などいろんな種類カー

ドがある。漢字学習に使用したフラッシュカードは紙の表面に漢字（熟語）

を大きく書き、裏面には読み方を小さく書く。別のカードもあり、例えば表

面には画像で、裏面には漢字（熟語）、あるいは表面は絵及び漢字のような

カードもある。次は漢字と平仮名のフラッシュウカードの例である。 

表１．印刷フラッシュカード 

http://www.star-ship.co.jp/flash/　syuuitsu_flash01.html
http://www.star-ship.co.jp/flash/　syuuitsu_flash01.html
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フラッシュカードは最近いろんな印刷カードを売られている。オンライ

ンのプログラムもある。しかしながら、手作りもできるし、手書きやコンピ

ューターなどで作ってもできる。 

表２．手作りフラッシュカード 

   

 

６．フラッシュカードの長所 

授業ではフラッシュカードが教具として使われる。Kotobank.jp/word/教具に

よると教具とは「学習効果を高めるために使用する道具。黒板・掛け図・標

本や映画・スライドなど」と記述する。教具の有益について Sumantri（2001

）は「教具の有益は効果的な授業及び学習者のモチベーションを上げる（原

文インドネシア語、訳は筆者）」としている。 

教具としてフラッシュカードの有益は http://www.youji-kyouiku.jp/01/002/-

から次のようで分析している。 

 フラッシュカードは学習者の集中力を練習される。学習者は瞬間的に

連続させてフラッシュカードを見せていくので、集中力や根気が養わ

れる。実際に、フラッシュカードで脳が活性化するというデータも出

ている。学習者にフラッシュカードをすばやく見せることで、一瞬の

感覚（イメージ・瞬間記憶・ひらめき）が刺激されるため、特に右脳

を活性化するといわれている。 

http://www.weblio.jp/content/%E5%AD%A6%E7%BF%92%E5%8A%B9%E6%9E%9C
http://www.weblio.jp/content/%E9%AB%98%E3%82%81
http://www.weblio.jp/content/%E4%BD%BF%E7%94%A8
http://www.weblio.jp/content/%E9%81%93%E5%85%B7
http://www.weblio.jp/content/%E9%BB%92%E6%9D%BF
http://www.weblio.jp/content/%E6%8E%9B%E3%81%91%E5%9B%B3
http://www.weblio.jp/content/%E6%A8%99%E6%9C%AC
http://www.weblio.jp/content/%E6%A8%99%E6%9C%AC
http://www.weblio.jp/content/%E6%98%A0%E7%94%BB
http://www.weblio.jp/content/%E3%82%B9%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%83%89
http://www.youji-kyouiku.jp/01/002/-
http://www.youji-kyouiku.jp/01/002/-
http://www.google.com/imgres?imgurl=http://blogimg.goo.ne.jp/user_image/29/6b/1b5c5da031f80a72a804d75a2b3acfb4.jpg&imgrefurl=http://blog.goo.ne.jp/yukanyago1119/e/2edacbdbd9d2b94599d9a3477b5e85bb&usg=__NDlJQsjCfJuGvs2O34WGt1orOfo=&h=300&w=400&sz=33&hl=en&start=6&zoom=1&tbnid=Y_UCDgULr0nKuM:&tbnh=93&tbnw=124&ei=J-dWUf2iIsmtrAer_YGACg&prev=/images?q=%E3%83%95%E3%83%A9%E3%83%83%E3%82%B7%E3%83%A5%E3%82%AB%E3%83%BC%E3%83%89%E3%81%8B%E3%82%93%E3%81%98&hl=en&client=firefox-a&rls=org.mozilla:en-US:official&channel=s&tbm=isch&itbs=1&sa=X&ved=0CDgQrQMwBQ
http://www.google.com/imgres?imgurl=http://www.miki.ed.jp/el/jiyu/images/content/1656/DCP05794.JPG&imgrefurl=http://www.miki.ed.jp/el/jiyu/index.cfm/9,1656,12,html&usg=__r5RzesgvnBCnhg1ln-9c59aVj94=&h=300&w=400&sz=26&hl=en&start=1&zoom=1&tbnid=UDx2up6kaIXRpM:&tbnh=93&tbnw=124&ei=J-dWUf2iIsmtrAer_YGACg&prev=/images?q=%E3%83%95%E3%83%A9%E3%83%83%E3%82%B7%E3%83%A5%E3%82%AB%E3%83%BC%E3%83%89%E3%81%8B%E3%82%93%E3%81%98&hl=en&client=firefox-a&rls=org.mozilla:en-US:official&channel=s&tbm=isch&itbs=1&sa=X&ved=0CC4QrQMwAA
http://www.google.com/imgres?imgurl=http://www.kids-points.com/sozai/moji/shiraganaf.jpg&imgrefurl=http://www.kids-points.com/drill/card.html&usg=__zVXkLv5OsdX1oI2KGf4szx_uYtE=&h=238&w=361&sz=15&hl=en&start=14&zoom=1&tbnid=BCp5kWhqLTI54M:&tbnh=80&tbnw=121&ei=J-dWUf2iIsmtrAer_YGACg&prev=/images?q=%E3%83%95%E3%83%A9%E3%83%83%E3%82%B7%E3%83%A5%E3%82%AB%E3%83%BC%E3%83%89%E3%81%8B%E3%82%93%E3%81%98&hl=en&client=firefox-a&rls=org.mozilla:en-US:official&channel=s&tbm=isch&itbs=1&sa=X&ved=0CEgQrQMwDQ
http://ameblo.jp/chocolat7773/image-11482668255-12442351265.html
http://www.google.com/imgres?imgurl=http://www.kids-main.com/uploads/imgc5ae2e4dd436aae8e90db.png&imgrefurl=http://www.kids-main.com/modules/D3blog_edu/details.php?bid=822&usg=__XF_mhoScwFPdCPyTXOXYVn3mPbg=&h=527&w=768&sz=44&hl=en&start=7&zoom=1&tbnid=dPG7o23k6qNJFM:&tbnh=97&tbnw=142&ei=J-dWUf2iIsmtrAer_YGACg&prev=/images?q=%E3%83%95%E3%83%A9%E3%83%83%E3%82%B7%E3%83%A5%E3%82%AB%E3%83%BC%E3%83%89%E3%81%8B%E3%82%93%E3%81%98&hl=en&client=firefox-a&rls=org.mozilla:en-US:official&channel=s&tbm=isch&itbs=1&sa=X&ved=0CDoQrQMwBg
http://www.google.com/imgres?imgurl=http://blogimg.goo.ne.jp/user_image/29/6b/1b5c5da031f80a72a804d75a2b3acfb4.jpg&imgrefurl=http://blog.goo.ne.jp/yukanyago1119/e/2edacbdbd9d2b94599d9a3477b5e85bb&usg=__NDlJQsjCfJuGvs2O34WGt1orOfo=&h=300&w=400&sz=33&hl=en&start=6&zoom=1&tbnid=Y_UCDgULr0nKuM:&tbnh=93&tbnw=124&ei=J-dWUf2iIsmtrAer_YGACg&prev=/images?q=%E3%83%95%E3%83%A9%E3%83%83%E3%82%B7%E3%83%A5%E3%82%AB%E3%83%BC%E3%83%89%E3%81%8B%E3%82%93%E3%81%98&hl=en&client=firefox-a&rls=org.mozilla:en-US:official&channel=s&tbm=isch&itbs=1&sa=X&ved=0CDgQrQMwBQ
http://www.google.com/imgres?imgurl=http://www.miki.ed.jp/el/jiyu/images/content/1656/DCP05794.JPG&imgrefurl=http://www.miki.ed.jp/el/jiyu/index.cfm/9,1656,12,html&usg=__r5RzesgvnBCnhg1ln-9c59aVj94=&h=300&w=400&sz=26&hl=en&start=1&zoom=1&tbnid=UDx2up6kaIXRpM:&tbnh=93&tbnw=124&ei=J-dWUf2iIsmtrAer_YGACg&prev=/images?q=%E3%83%95%E3%83%A9%E3%83%83%E3%82%B7%E3%83%A5%E3%82%AB%E3%83%BC%E3%83%89%E3%81%8B%E3%82%93%E3%81%98&hl=en&client=firefox-a&rls=org.mozilla:en-US:official&channel=s&tbm=isch&itbs=1&sa=X&ved=0CC4QrQMwAA
http://www.google.com/imgres?imgurl=http://www.kids-points.com/sozai/moji/shiraganaf.jpg&imgrefurl=http://www.kids-points.com/drill/card.html&usg=__zVXkLv5OsdX1oI2KGf4szx_uYtE=&h=238&w=361&sz=15&hl=en&start=14&zoom=1&tbnid=BCp5kWhqLTI54M:&tbnh=80&tbnw=121&ei=J-dWUf2iIsmtrAer_YGACg&prev=/images?q=%E3%83%95%E3%83%A9%E3%83%83%E3%82%B7%E3%83%A5%E3%82%AB%E3%83%BC%E3%83%89%E3%81%8B%E3%82%93%E3%81%98&hl=en&client=firefox-a&rls=org.mozilla:en-US:official&channel=s&tbm=isch&itbs=1&sa=X&ved=0CEgQrQMwDQ
http://ameblo.jp/chocolat7773/image-11482668255-12442351265.html
http://www.google.com/imgres?imgurl=http://www.kids-main.com/uploads/imgc5ae2e4dd436aae8e90db.png&imgrefurl=http://www.kids-main.com/modules/D3blog_edu/details.php?bid=822&usg=__XF_mhoScwFPdCPyTXOXYVn3mPbg=&h=527&w=768&sz=44&hl=en&start=7&zoom=1&tbnid=dPG7o23k6qNJFM:&tbnh=97&tbnw=142&ei=J-dWUf2iIsmtrAer_YGACg&prev=/images?q=%E3%83%95%E3%83%A9%E3%83%83%E3%82%B7%E3%83%A5%E3%82%AB%E3%83%BC%E3%83%89%E3%81%8B%E3%82%93%E3%81%98&hl=en&client=firefox-a&rls=org.mozilla:en-US:official&channel=s&tbm=isch&itbs=1&sa=X&ved=0CDoQrQMwBg
http://www.google.com/imgres?imgurl=http://blogimg.goo.ne.jp/user_image/29/6b/1b5c5da031f80a72a804d75a2b3acfb4.jpg&imgrefurl=http://blog.goo.ne.jp/yukanyago1119/e/2edacbdbd9d2b94599d9a3477b5e85bb&usg=__NDlJQsjCfJuGvs2O34WGt1orOfo=&h=300&w=400&sz=33&hl=en&start=6&zoom=1&tbnid=Y_UCDgULr0nKuM:&tbnh=93&tbnw=124&ei=J-dWUf2iIsmtrAer_YGACg&prev=/images?q=%E3%83%95%E3%83%A9%E3%83%83%E3%82%B7%E3%83%A5%E3%82%AB%E3%83%BC%E3%83%89%E3%81%8B%E3%82%93%E3%81%98&hl=en&client=firefox-a&rls=org.mozilla:en-US:official&channel=s&tbm=isch&itbs=1&sa=X&ved=0CDgQrQMwBQ
http://www.google.com/imgres?imgurl=http://www.miki.ed.jp/el/jiyu/images/content/1656/DCP05794.JPG&imgrefurl=http://www.miki.ed.jp/el/jiyu/index.cfm/9,1656,12,html&usg=__r5RzesgvnBCnhg1ln-9c59aVj94=&h=300&w=400&sz=26&hl=en&start=1&zoom=1&tbnid=UDx2up6kaIXRpM:&tbnh=93&tbnw=124&ei=J-dWUf2iIsmtrAer_YGACg&prev=/images?q=%E3%83%95%E3%83%A9%E3%83%83%E3%82%B7%E3%83%A5%E3%82%AB%E3%83%BC%E3%83%89%E3%81%8B%E3%82%93%E3%81%98&hl=en&client=firefox-a&rls=org.mozilla:en-US:official&channel=s&tbm=isch&itbs=1&sa=X&ved=0CC4QrQMwAA
http://www.google.com/imgres?imgurl=http://www.kids-points.com/sozai/moji/shiraganaf.jpg&imgrefurl=http://www.kids-points.com/drill/card.html&usg=__zVXkLv5OsdX1oI2KGf4szx_uYtE=&h=238&w=361&sz=15&hl=en&start=14&zoom=1&tbnid=BCp5kWhqLTI54M:&tbnh=80&tbnw=121&ei=J-dWUf2iIsmtrAer_YGACg&prev=/images?q=%E3%83%95%E3%83%A9%E3%83%83%E3%82%B7%E3%83%A5%E3%82%AB%E3%83%BC%E3%83%89%E3%81%8B%E3%82%93%E3%81%98&hl=en&client=firefox-a&rls=org.mozilla:en-US:official&channel=s&tbm=isch&itbs=1&sa=X&ved=0CEgQrQMwDQ
http://ameblo.jp/chocolat7773/image-11482668255-12442351265.html
http://www.google.com/imgres?imgurl=http://www.kids-main.com/uploads/imgc5ae2e4dd436aae8e90db.png&imgrefurl=http://www.kids-main.com/modules/D3blog_edu/details.php?bid=822&usg=__XF_mhoScwFPdCPyTXOXYVn3mPbg=&h=527&w=768&sz=44&hl=en&start=7&zoom=1&tbnid=dPG7o23k6qNJFM:&tbnh=97&tbnw=142&ei=J-dWUf2iIsmtrAer_YGACg&prev=/images?q=%E3%83%95%E3%83%A9%E3%83%83%E3%82%B7%E3%83%A5%E3%82%AB%E3%83%BC%E3%83%89%E3%81%8B%E3%82%93%E3%81%98&hl=en&client=firefox-a&rls=org.mozilla:en-US:official&channel=s&tbm=isch&itbs=1&sa=X&ved=0CDoQrQMwBg
http://www.google.com/imgres?imgurl=http://blogimg.goo.ne.jp/user_image/29/6b/1b5c5da031f80a72a804d75a2b3acfb4.jpg&imgrefurl=http://blog.goo.ne.jp/yukanyago1119/e/2edacbdbd9d2b94599d9a3477b5e85bb&usg=__NDlJQsjCfJuGvs2O34WGt1orOfo=&h=300&w=400&sz=33&hl=en&start=6&zoom=1&tbnid=Y_UCDgULr0nKuM:&tbnh=93&tbnw=124&ei=J-dWUf2iIsmtrAer_YGACg&prev=/images?q=%E3%83%95%E3%83%A9%E3%83%83%E3%82%B7%E3%83%A5%E3%82%AB%E3%83%BC%E3%83%89%E3%81%8B%E3%82%93%E3%81%98&hl=en&client=firefox-a&rls=org.mozilla:en-US:official&channel=s&tbm=isch&itbs=1&sa=X&ved=0CDgQrQMwBQ
http://www.google.com/imgres?imgurl=http://www.miki.ed.jp/el/jiyu/images/content/1656/DCP05794.JPG&imgrefurl=http://www.miki.ed.jp/el/jiyu/index.cfm/9,1656,12,html&usg=__r5RzesgvnBCnhg1ln-9c59aVj94=&h=300&w=400&sz=26&hl=en&start=1&zoom=1&tbnid=UDx2up6kaIXRpM:&tbnh=93&tbnw=124&ei=J-dWUf2iIsmtrAer_YGACg&prev=/images?q=%E3%83%95%E3%83%A9%E3%83%83%E3%82%B7%E3%83%A5%E3%82%AB%E3%83%BC%E3%83%89%E3%81%8B%E3%82%93%E3%81%98&hl=en&client=firefox-a&rls=org.mozilla:en-US:official&channel=s&tbm=isch&itbs=1&sa=X&ved=0CC4QrQMwAA
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http://ameblo.jp/chocolat7773/image-11482668255-12442351265.html
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 学習者の能力を最大限に引き出そうとするならば、脳のトレーニング

としてフラッシュカードは、欠かせない。しかし、その反面、短いカ

ットを瞬間的にたたき込むように連続させて見せることに、反対され

る方もいる。学習者に、強制的にお勉強としてフラッシュカードを瞬

間的に連続させて見せるやり方では、学習者が緊迫感を感じるため、

学習者の脳の活性化を期待するよりも、精神の歪を作ってしまうので

はないかとの心配をするからである。 

 学習者へのフラッシュカードの見せ方は、カードをすばやく、めくる

テクニックだけではなく、学習者へフラッシュカードを見せる側が精

神的に余裕を持って楽しく見せることが出来るかどうか、ということ

がとても重要になって来る。  

 

７．フラッシュカードの作り方 

フラッシュカードは手書きにすることができる。手が得意人は白い紙で絵を

描き、漢字を書く。一年生は写真よりイラストが興味を引いた。 

絵も字も下手なので恥ずかしくなったら、コンピューターで作ることも

できる。パソコンで作ってしまうと画像・漢字データーを探し、プリントア

ウトし、厚紙に貼りつけると便利になる。例としては「山」を作ると、ネッ

トに探し、山の画像がずらっと並ぶ。イメージにぴったりの画像を選んで使

うことができる（homepage1.nifty.com/KONDO/kanji-flashcard.htm）。 

むろん、大きい画像が欲しい。カードの大きさは、特に決まったサイズ

というのはないが、大きすぎるとめくりづらくなるので注意しよう。

11ko.jp/16/23/000079.php には「サイズの一例を書いてあるが、カードに大き

めの絵や文字を書くときは 26 センチ×26 センチくらいの大きめのものを短い

言葉だけでしたら 9 センチ×20 センチくらいの短めのものがいいだろう」と

記述する。 

切り方の場合は大きさが違うと、かなりめくりづらくなってしまうので、

慎重に切ったほうがいい。一番いいのは業者さんに切ってもらうことである。 

業者、というと、尐し仰々しく聞こえるかもしれないが、リズムと速さが 

フラッシュカードで何より重要な部分である。それくらいしっかりしたもの

を作ったほうがいいと思います。 

手書きでフラッシュカードを作るのは時間がかかると思ったら、エクセ

ル・パワーポイントなどのコンピューターを使ったほうがいい。 
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８．漢字学習におけるフラッシュカード 

漢字学習教具としてでは手作り物・印刷物・パワーポイントのフラッシュカ

ードが使用される。それらの形と使い方は違う。一応、使い方が簡単で次の

ように説明する。 

まず、漢字学習する前に漢字のフラッシュカードを準備する。手作り・

印刷の物は必ずいくつかのカードを手で持つ。カードが多すぎるなら注意し

なければならない。次に、教師は学習者に１枚ずつのカードをゆっくり見せ

て読ませる。できるだけ漢字の意味も言う。全部が終わったら、連続してす

ばやく見せる。そのあと、学習者は一人ずつカードを瞬間的に読み、必ず読

み方も意味も記憶しなければならない。最後に、教師はもう一度全てのフラ

ッシュカードをすばやく見せ、学習者は一緒に漢字の読み方と意味を読む。 

パワーポイントのフラッシュカードの使い方は同じである。しかし、パ

ワーポイントなら、もっと便利だと思う。なぜなら、カードはコンピュータ

で作るので、時間が余りかからない。使い方も簡単である。手で持たないか

ら、落ちなく、気にしないからである。 

ここではどちらのフラッシュカードを使用し、復習の頻度を増やさない

なら、意味がないと思う。一回だけ復習しても効果が余りない。なぜなら、

明日には忘れている学習者が尐なくないからである。一回で覚えたからとい

っていつまでも覚えているとは限らないだろう。そのために、フラッシュカ

ードで毎日５分－１０分ぐらい読み練習をしたほうが良いと思う。朝昼晩三

回にしたらもっと良い。 

なお、回数口に出させつつ読み方を覚える練習の頻度を増やさなければ

ならない。書き方を覚える時にも、意味を考えつつ、何度も口に出させるが

必要である。 

最近、フラッシュカードは発展し、もっといろんなフラッシュカードを

作る。オンラインのフラッシュカードも作る。オンラインの場合はインター

ネットから取られ、勉強・練習・ゲームなどの活動に使用することができる。

中には点数があるので学習者自信の漢字能力がすぐ分かる。正しい答えもあ

るので、読み方を覚えられ、面白くて便利であるう。 

しかしながら、多数のフラッシュカードはただ読み練習に集中する。書

き練習には使えない。それゆえ、もし書き練習及び読み練習をするフラッシ

ュカードがあったらいいではないか。 
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教師は自分でフラッシュカードが作れる。例えば、最初に基礎漢字の形

を覚えるのに想像的な記憶を使う。漢字の六書の知識を使ってパワーポイン

トでネットから物・動物・植物・人体の画像をコピーし、学生に何の漢字を

作れるかを質問し、正しい答えを見せ、象形文字を教えられる。それで、パ

ワーポイントでその基礎漢字の筆順を見せ、学生は手で空画をしてから、ノ

ートに５回書く。ここで学生は書きつつ意味を考えて読み方を口に出さなけ

ればならない。さらに、その基礎漢字からいくつかの作られた熟語をフラッ

シュカードで見せ、学生に読み方を質問する。ここでフラッシュカードの使

い方及び長所を注意する。ちなみに音を出せるのがいいと思う。一回目に漢

字の読み方や書き方や発音などを練習できるからである。 

 

結論 

多くの学習者は家で勉強時間がないので漢字の読み書き練習をしない。その

ために、短い時間で読み書き練習をして覚える教具が要る。フラッシュカー

ドはその問題を解決できると思う。フラッシュカードは一瞬見せ、繰り返し

学習に用いられる。テンポがよく、学習を進められる。学習者もただ復習す

るだけで良いので、学習者の負担も軽く，楽しく、効率がよく、学習を定着

させることができる。 

漢字〈熟語〉フラッシュカードは手書き・コンピューター・印刷物もあ

り、使い方も簡単で便利なので、練習として漢字学習に使用したほうがいい

と思う。漢字はよく繰り返したら、暗記できる。それはいいでわないかと思

う。 

しかしながら、フラッシュカードを見せるやり方を注意し、学習者に緊

迫感させないでください。 
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